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Abstract 
近年の腫瘍免疫学の進歩に伴い、原発性肺癌の治療に際しては、診断時の遺伝子変異の検索が必須とな
り、遺伝子変異陽性肺癌に対しては分子標的薬の使用が標準治療に位置付けられ、患者予後は劇的に改善
した。診断時の遺伝子一括検査はNGSおよびPCR法でのパネル検査が主流であるが、原則的に十分量の組
織検体が必要であることが課題であった。2020
年から取り組んだ細胞診検体活用の研究におい
て、我々は細胞診検体でも十分の核酸収量を得ら
れることだけでなく、組織検体との比較で核酸ク
オリティも高いことを示し、肺がんコンパクトパ
ネルは、第３の肺癌CDxとして2022年10月に薬
事承認され普及している。気管支鏡下に採取でき
る擦過検体や針洗浄液、胸水等の液性検体のみな
らず、気管支洗浄液や喀痰など、従来遺伝子パネ
ル解析に使用すると想定されていない検体でも解
析が成功しており、今後低侵襲かつ高精度な検査
法がますます普及することが予想されている。
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細胞検体を使用した肺癌診療の最前線
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